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鈴木幹事報告今日の例会

第1610回 平成28年

友雲雪の

9月20B(火）

日 1）次週例会終了後、理事役員会開催。

理事役員の皆様はご予定下さい

2)指名委員会委員各位10/18の指名委員会のご案内
をしております。よろしくお願い致します

先回の例会

第1609回 平成28年9月13B(火）雲

月哉玄易例会

NHK名古屋放送局 |足立職業奉仕委員長挨拶’

になりました｡普段なかなか見ることの出来ないスタジ

オや裏側、生放送を見学することもでき、楽しい例会に

なったと思います。今日はありがとうございました。

◆出席報告

会員35（25）名 出席20名

出席率 80.00 %

前々回8/30(修正出席率) 93.55%

|渡邊会長挨拶’

職場例会にあたって

今年度の職場例会は、NHK名古屋

放送局バックヤード見学ツアーと

素敵なランチのコラボレーション

となりました。会員35名中20名

の参加をいただき､うれしく思いま

す。自分が職業奉仕委員長だった

BI

“

2012年、竹内克豊会員の紹介で、名古屋市議会見学を

企画したことを懐かしく思い出します。

各クラブ事業への会員参加は､担当委員会への大きな応

援になり、クラブ全体がまとまるきっかけとなります。

今後のクラブイベントは社会奉仕委員会の東山植物園

地区補助金事業（10月1日（土））、ワールドフード

ふれあいフエスタ（10月22．23日（土日））、2760

地区地区大会（11月5．6日（土日））をはさんで秋

季家族会（11月8日（火）、年末家族懇親会（12月13

日（火））と続きます。会員全員の参加がクラブの絆に
瀞

＃
〃

'1 会長テーマ「クラブ塞仕からはじめよう』 恭細滕躍i認§葱梗蝿し莚おり‘議す。
~



つながると信じています。

最後になりましたが､本日の職場例会を企画してくれた

足立一郎職業奉仕委員長、NHKとの折衝に尽力いただ

いた鈴木聖三幹事に謝意を表します。

◆本日、チャド共和国N'Djamena(ｿｼﾞﾔﾒﾌ)RC会長

パトリック･ゴーシェ君がビジターとして例会に参加
されましだ

先ﾉﾏ回の例会

第1608回 平成28年9月6日（火）曇

卓話「古代人の浄土への思いと地獄・極楽説話」

文学歴史散歩の会主宰小島勝彦様

◆君が代

◆それでこそ□－タリー

◆ビジター紹介

PatrickGaucher君(N'DjamenaRC)

l.M・実行委員長田中正樹君（名古屋北RC)

l.M. 実行幹事矢形修己君（黒古屋北RC)

◆ゲスト紹介

文学歴史散歩の会主宰 小島勝彦様

小林君ご夫人 小林幸子様

小島様ご紹介者 岩井光子様

ゴーシェ君ご夫人 アキヨ・ゴーシエ様

◆出席報告

会員35(30)名 出席24名

出席率 80．00 %

前ﾉﾏ回8/23（修正出席率） 96.67％

|渡邊会長挨拶’

クラブイベントには全員参加で

クラブ奉仕を実践するために、クラブ内事業への積極的

な参加を呼びかけます。9月13日の職場例会(NHK名

古屋放送局見学）は他職種に対する見聞を深め、通常例

会場とは違った雰囲気で会員同士が交流できる機会と

なります。担当は足立職業奉仕委員長です。

また10月1日は、地区補助金事業、東山植物園アメリ

カ園の樹木植え言えを行います｡公募参加者と会員をジ

ョイントさせるという初めての試みに碓氷社会奉仕委

員長がチャレンジしています。その後も地区大会、秋季

家族会とイベントが続きます。イベント全員参加が担当

者の心を暖かくし、会員同士の絆を強くします。

全員参加でクラブ活性化につなげましょう。|鈴木幹事報告

1）本日配布案内：米山寄付依頼地区補助金事業案内

2）ロータリーの友9月号が届いておりますのでお帰り

にお持ち下さい

3）先週の理事役員会承認事項報告

4）次週は例会変更でNHK名古屋放送局での職場例会

です。 10：45集合ですお間違いなくお願い致します

◆卓話：源氏物語・平家物語・太平記理解のための

「古代人の浄土への思いと地獄・極楽説話」
文学歴史散歩の会主宰 小島勝彦様
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住房を持つ意心像図源信(えしんぞうすげんしん)。著作は

往生要集。平安貴族への戒めの書だ。権力の座を奪い合

って争い、欲望を抑制することなく法もあって無きが如

しの暮らしぶりの貴族たちに､死後あなた達はその行い

によってこんな世界へ往くのだと説いた。拝牛雲集が広

く読まれ､地獄絵や地獄絵屏風が更には六道絵が制作さ

れるとそのリアルさに衝撃は倍増する。当然、欣求浄土

の思いは募る。

臨終に際し、仏像。仏画を用意し仏の掌から伸びる五

色の糸を握って極楽往生を切に願う。

平家物語の時代には観音浄土志向も強まり、那智の浦

灘＃

◆ホストクラブ名古屋北RC

田中正樹|､M実行委員長・矢形修己|､M実行幹事より

2016-17年度国際0-ﾀﾘｰ第2760地区東名古屋分区

INTERCITYMEETINGのご案内

出…，
日 時 2017年2月10日（金）16：00～20：00

会 場 名古屋東急ホテル3階ウ・ｴﾙﾘｲﾕの間

登録料 15,000円

記念講演 早稲田大学大学院公共経営研究科教授

北川正恭氏

l.M.テーマ

ータリーの公共イメージの向上
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から空穂船(うつぼぶれ)に乗せられて補陀落浄土を目指

す補陀落渡海が盛んになる。東方の薬師如来の浄瑠璃浄

土。北方にある弥勒菩薩の浄土・兜率天。釈迦如来の霊

山（霊鶯山）浄土。目指すは浄土も東西南北と霊山（イ

ンド）に広がる。阿弥陀の五色の糸に導かれた者は極楽

の蓮池の自分のために花開いた台に座る。臨終から死に

至るのは魂が肉体から抜け出すからだと信じる古代人

は魂振り・魂呼ぱいで魂を必死で引き戻そうとした。

死ぬと亡者となって冥府に向う。向う道は中有・中陰と

いう暗闇だ。この世の家族は少しでも明るくとローソク

に火を灯し続ける。冥府行に必須なのが線香の煙という

エネルギー源と亡者を浄めるための香りだ｡家族は線香

を菫き続ける。十王庁の手前に三途の川があり、河原に

は雲衣婆（だつえば）がいて亡者の浄衣を剥き傍らに立

つ衣領樹（えりょうじゅ）の樹上にいる懸衣翁（けんえお

う）に投げる。衣は翁の手で樹の枝に懸けられ、その枝

の僥り具合で渡る場所が決まる。大きく僥えば悪行数多。

深くて激しい流れを渡る｡悪行そこそこだと滑る怖れの

ある浅瀬を渡る｡枝が僥わないそこそこ善人は橋を渡る。

渡り員は穴のあき銭で六文｡初七日に到言するのが秦広

王の庁舎。この世では本地は不動明王。家族は{曽と供物

を調え、財産を使って追善供壹に励む。追善供養は七日

毎に行い、三十五日・四十五日は特に盛大に行う。

百箇日一周忌三回忌で十王庁廻りは終わるが､家族

はこの世の本地仏に向い亡者の途中での浄土往生を祈

り続ける。途中での浄土往生は追善供養次第。六道に往

生した亡者は天・人・修羅・畜生・餓鬼・地獄のどこに

いるかわからない。家族は毎日の勧行も欠かせない。

太平記の時代には従軍僧が登場｡戦場で臨終を迎えた武

十を西向きに抱え起こし合掌させ共に＋念（十回念仏）

を唱え極楽往生を願い祈った。源信の描いた極楽浄土と

地獄更には､六道輪廻は十王思想をとりこんで広く日本
人の心にしみこんでいく。

＊季楽会 2016年9月15日（木）

錦「肉山」

今回は総勢25名での賑やかな季楽会になりました。

前年度米山奨学生のグエンチャンさんも参加して下さ

いました。
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小林英毅

小島先生卓話宜しくお願いします。

なお例会後、囲碁会4Fでお待ちします。

鈴木聖三

l.M実行委員長田中正樹様､ l.M.実行幹事矢形修己

様よくお越し下さいました。

楽しんでお過ごし下さい

渡邊源市

本日はアフリカより隣人がやってきてくれました。
10月1日が東山植物園での、地区補助金事業があり

ます｡担当碓氷さんの応援参加よろしくお願いします

福井浩道 堀江宏輝 伊藤健文

樫尾富二 加藤重雄 柵木充明

松岡多加倫 松浦宏紀 宮尾紘司

鍋野可幸 太田和孝 大谷 恩

佐野 寛 笹野義春 鈴木理之

竹内眞三 谷口 優 舎人経昭

和田正敏 山本眞輔 吉田 玄

ゲスト、ビジターの皆様ようこそお越し下さいました

本日96（ｸ0） 黒豚の日！ 昼食は豚カツです

24件

｜合計 63,000円’

◆同好会報告

＊ゴルフ会 2016年9月8日（木） 晴/雨

愛知カンツリー倶楽部

台風が心配でしたが、何とか上がってできました。その
かわりに落雷が来て1時間以上中断しました。
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平成28年9月26日（月) 12:30 ウエステインナゴヤキヤツスル
ブゴノ、ナー玄父式言方間合同ｲ列会

次回例会
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